
“日本民法の父”梅 謙次郎のすべて

定価￥150,000（税別）

　ここに、梅謙次郎博士の著作全集ＣＤ版を全国の図

書館、研究者の方々に贈る。

　博士の著書については復刻が相次いでなされてい

るのに、さらに新たな企画をたてるのはなぜか。梅博

士の著作の発表形態は、単行本、講義録以外に、論文、

講演速記録、新聞への寄稿など、多岐にわたっている。

このＣＤ版は可能な限りそのすべてを集め、復刻しよう

とするものである。

　解釈論を展開している代表的な『民法要義』､『民法

原理』、『日本商法義解』（本野一郎との合著）などの著書､

論文､判例批評はもちろんのこと､その解釈論の背景にある博士の法思想に関する論文､講演速記録､談

話なども､このＣＤ版には収録されている。たとえば、家制度なり、労働運動､普通選挙権などについてどの

ように考えていたのかは、｢家族制ノ将来ヲ論ス」法学志林33号（1902年）、｢養子論｣同7巻2号（1905年）、「二

十世紀の法律」1900年1月5日～10日付読売新聞（談話）が参考になろう。また、「陪審論」法学志林11巻11

号（1909年）など時事的なテーマを扱ったものも含まれている。さらに「法学研究の心得」法典質疑録21号、

22号（1898年）、「余は如斯克己の方法を以て逆境と奮闘せり」実業之日本12巻21号（1909年）などを通して、

明治期の法学者の成長過程をうかがうことも可能であろう。一方、本ＣＤ版には、今回新たに発見した講義

録も含まれる。たとえば、判検事登用試験などの準備コースとして設けられた和仏法律学校高等科のため

の講義録（たとえば「明治36年度和仏法律学校講義録・高等科3号」）には、「隔地者間ニ於ケル意思表示」

といった具体的な問題について博士と学生との問答もあり、興味深い。

　梅博士没後90年余りたった今日でもなお、日本民法の解釈論･立法論を議論するさいに、博士の著書･

論文などに立ち返る必要性はいささかもおとろえていない。多くの方々に、この『梅謙次郎著作全集ＣＤ版』

をご利用いただきたいと願っている。
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